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市
の
公
共
下
水
道
事
業

ぎ死所ii奏処理ゼジタy＝完成予想図

汚
れ
が
進
む
河
川

　

私
た
ち
の
住
む
大
野
市
は
、
九

頭
竜
川
水
系
の
上
流
に
位
置
し
き

れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
を
流
れ
る
中
小
の

河
川
な
ど
は
、
生
活
雑
排
水
の
影

響
を
受
け
て
水
が
濁
り
、
悪
臭
な

ど
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で

た
く
さ
ん
の
水
を
使
い
、
汚
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
汚
れ
た
水

を
自
然
の
浄
化
力
だ
け
で
き
れ
い

な
水
に
戻
す
こ
と
は
、
今
で
は
大

変
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
環
境
に

恵
ま
れ
た
生
活
。
そ
れ
は
私
た
ち

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
河
川
の
汚

れ
を
な
く
し
、
快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
も
、
汚
れ
た
水

へ
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

当
市
の
下
水
処
理
施
設

　

現
在
、
農
村
部
の
下
水
処
理
施

設
と
し
て
、
農
業
集
落
排
水
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
整
備
完
了
し
、
現

在
利
用
し
て
い
る
施
設
は
、
阿
難

祖
処
理
区
を
は
じ
め
、
佐
開
・
南

六
呂
師
処
理
区
な
ど
九
処
理
区

（
二
十
二
集
落
）
で
す
。

　

現
在
も
、
上
庄
西
部
処
理
区
な

ど
四
つ
の
処
理
区
（
十
六
集
落
）

で
、
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
街
地
や
そ
の
周
辺
の

下
水
を
処
理
す
る
施
設
整
備
と
し

て
、
大
野
市
公
共
下
水
道
事
業
を

平
成
八
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
二
十
七
年
度
を

目
標
に
、
市
街
地
お
よ
び
周
辺
の

約
七
六
〇
言
を
対
象
と
し
て
公
共

下
水
道
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
第
一
期
工
事
と
し
て
、

南
新
在
家
に
汚
水
の
終
末
処
理
場

と
な
る
「
大
野
市
下
水
処
理
セ
ン

タ
ー
」
の
建
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
平
行
し
て
市
街
地
北
部
を

中
心
と
し
た
地
域
へ
の
、
管
き
よ

埋
設
工
事
な
ど
も
進
め
て
い
ま

す
。

　

下
水
を
処
理
す
る
設
備
に
は
、

こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
ほ
か
に

も
、
個
人
で
設
置
す
る
浄
化
槽
が

あ
り
ま
す
。
し
尿
だ
け
を
処
理
す

る
「
単
独
浄
化
槽
」
と
、
し
尿
と

生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
「
合
併

処
理
浄
化
槽
」
の
二
種
類
が
あ
り
、

当
市
で
は
、
平
成
十
二
年
の
三
月

末
で
、
単
独
浄
化
槽
が
六
千
三
百

七
十
七
件
、
合
併
処
理
浄
化
槽
が

きれいな川

　

　



三
百
二
十
六
件
、
普
及
し
て
い
ま

す
（
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
調

べ
）
。

　

こ
の
二
種
類
の
う
ち
「
単
独
浄

化
槽
」
は
、
し
尿
以
外
の
生
活
雑

排
水
が
処
理
で
き
な
い
構
造
の
た

め
、
現
在
で
は
製
造
が
中
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
単
独
浄
化
槽
」
を

設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
環
境
な

ど
へ
の
配
慮
か
ら
、
し
尿
と
生
活

雑
排
水
の
両
方
を
処
理
で
き
る
、

「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
へ
の
移
行

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
市
で
は
平
成
八
年
度

か
ら
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
の
設

置
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

衛
生
的
な
生
活
環
境

　

公
共
下
水
道
の
供
用
が
始
ま
る

と
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
汚
れ

た
水
が
河
川
や
水
路
な
ど
に
直
接

流
れ
込
む
こ
と
が
無
く
な
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
河
川
の
汚
染
が
な
く

な
り
、
川
の
汚
れ
が
原
因
で
起
こ

る
悪
臭
な
ど
の
問
題
が
解
決
さ
れ

ま
す
。
管
き
ょ
を
通
り
終
末
処
理

場
に
集
め
ら
れ
た
生
活
雑
排
水
な

ど
は
、
き
れ
い
に
し
て
か
ら
再
が

河
川
に
戻
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
設
置
が
な
く

て
も
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
な
ど
で
お

こ
る
悪
臭
や
、
カ
ー
ハ
エ
と
い
っ

た
害
虫
の
発
生
な
ど
が
抑
え
ら

れ
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
整
備

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

供
用
が
始
ま
る
と

管
き
ょ
埋
設
工
事
な
ど
が
終
わ

り
、
下
水
道
の
供
用
が
始
ま
る
と
、

処
理
区
域
内
の
家
庭
は
す
み
や
か

に
公
共
下
水
道
に
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
市
が

下
水
道
の
汚
水
管
き
ょ
と
各
家
庭

か
ら
の
汚
水
を
集
め
る
公
共
ま
す

ま
で
を
整
備
し
ま
す
。

　

し
尿
や
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚

水
を
公
共
ま
す
へ
運
ぶ
排
水
設
備

に
つ
い
て
は
、
個
人
が
設
置
し
管

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
す
み
や
か

に
公
共
下
水
道
に
移
行
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
こ
れ
ら
の
工
事
に
か

か
る
費
用
に
つ
い
て
貸
付
を
行

う
、
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
制

度
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
と
は

　

公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
処
理
区
域
に
住
ん

で
い
る
人
た
ち
は
、
ト
イ
レ
の
水

洗
化
な
ど
、
衛
生
的
な
生
活
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
は
、
衛
生
的

な
環
境
以
外
に
も
、
土
地
と
し
て

の
利
用
価
値
が
あ
が
る
な
ど
、
下

水
道
整
備
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
利

益
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

反
面
、
処
理
区
域
以
外
の
人
た

ち
は
、
そ
の
よ
う
な
公
共
下
水
道

に
よ
る
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
、
不
平
等
が
生
じ

ま
す
。

　

通
常
、
公
共
事
業
は
不
特
定
多

数
の
人
へ
の
利
益
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
公
共
下
水
道
の
場
合
は

利
益
を
受
け
ら
れ
る
人
と
受
け
ら

衛生的な生活環境

爪双四回；！

トイレの水洗化

害虫の発生を防ぐ



みんなで負担します

市
債

受
益
者
象
牧
金

国
・
県
の
補
＊
助
M

市
費

れ
な
い
人
が
、
は
っ
き
り
分
か
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
平
等
を
解
消
す

る
た
め
に
、
公
共
下
水
道
を
利
用

で
き
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
そ
の

利
益
を
受
け
る
範
囲
に
お
い
て
一

定
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　

処
理
区
域
に
住
み
利
益
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
す
べ
て

「
受
益
者
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
公
共
下
水
道
事
業
に
か
か
る

工
事
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

負
担
金
の
算
定
は
、
一
戸
当
た

り
に
対
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
「
戸
数
割
」
と
、
持
っ
て
い
る

土
地
の
面
積
に
対
し
て
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
「
面
積
割
」
を
併
用

し
て
算
出
す
る
方
法
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
受
益
者
負
担
金
は
、
す
べ

て
公
共
下
水
道
事
業
の
末
端
管
き

よ
整
備
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

利
用
料
金
の
算
定
は

　

下
水
道
の
供
用
が
始
ま
る
と
、

毎
月
の
利
用
状
況
に
応
じ
て
料
金

を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
料
金
の
算
定
は
、
上
水
道

を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
使

用
量
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
下
水
を
利
用
し
て
い

る
場
合
は
、
く
み
あ
げ
に
利
用
し

て
い
る
ポ
ン
プ
に
メ
ー
タ
ー
（
計

測
器
）
を
取
り
付
け
、
ど
れ
だ
け

の
量
の
水
を
利
用
し
た
か
と
い
う

こ
と
を
基
準
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
は
市
が
貸
与
し
、
使

用
料
を
利
用
者
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

当
市
の
公
共
下
水
道
事
業
で

は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
料
金
の
算

定
が
行
わ
れ
、
集
め
ら
れ
た
お
金

は
下
水
道
施
設
の
維
持
・
管
理
、

計
画
全
体
の
費
用
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

第
一
期
供
用
は
平
成
1
5
年

　

現
在
第
一
期
の
工
事
区
域
と
し

て
、
市
街
地
の
北
部
へ
の
管
き
よ

埋
設
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
（
左
図
参
照
）

平
成
十
五
年
に
一
部
供
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
地
域
に
つ
い
て

も
、
順
次
計
画
に
従
っ
て
事
業
を

進
め
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
お

よ
び
下
水
道
使
用
料
金
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
水
道
課

　

公
共
下
水
道
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

I
I
内
線
2
9
1
）

大野市T9尾珊；tなkター計画平面図

市の公共下水道事業の計画
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障
害
を
取
り
巻
く
環
境

　

障
害
を
持
つ
人
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
に
は
、
文
化
・
情
報
。
意

識
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
障
壁

（
バ
リ
ア
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
取
り
除
く
に
は
、
す
べ
て
の

人
が
障
害
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
「
完
全

参
加
と
平
等
」
を
社
会
に
定
着
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
障
害
に
対
し
て
の
理

解
と
認
識
を
深
め
、
物
理
面
・
精

神
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
障

壁
の
除
去
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

意
見
を
反
映
し
て

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
約
千

五
百
人
の
障
害
を
持
つ
人
を
対
象

に
ア
ン
ヶ
I
ト
調
査
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
関
係
団

体
・
障
害
者
福
祉
施
設
関
係
か
ら

意
見
を
聞
く
な
ど
、
で
き
る
だ
け

実
状
に
あ
っ
た
計
画
の
策
定
に
努

め
ま
し
た
。

基
本
と
な
る
考
え
方

　

市
が
行
う
援
助
活
動
な
ど
は
、

障
害
な
ど
が
あ
る
人
も
そ
う
で
な

い
人
も
、
地
域
や
家
庭
で
共
に
生

活
し
て
い
る
状
態
が
自
然
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え

ま
し
た
。
障
害
を
特
別
な
も
の
と

し
て
意
識
す
る
の
で
は
な
く
、
家

庭
や
地
域
な
ど
で
共
に
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

・
障
害
を
持
つ
人
へ
の
理
解

　
　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

　

す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き
る
社

　

会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

・
自
立
と
社
会
参
加
へ
の
支
援

　
　

障
害
を
持
つ
人
の
自
立
と
意

　

識
向
上
を
図
る
た
め
、
社
会
参

　

加
の
推
進
に
努
め
ま
す

・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　

障
害
を
持
つ
人
が
、
住
み
慣

　

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

　

き
る
、
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環

　

境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

・
重
度
化
や
高
齢
化
へ
の
対
応

　
　

高
齢
化
や
多
様
化
す
る
病
気

　

の
内
容
な
ど
が
、
障
害
を
持
つ

　

中
高
年
を
増
や
す
要
因
と
な
っ

　

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
へ
の
対
応

　

を
考
え
て
い
き
ま
す

・
関
係
機
関
と
の
連
携

　
　

障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
、
社

　

会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
、

　

社
会
経
済
や
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ

　

る
分
野
へ
参
加
で
き
る
よ
う
、

　

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
を
取

　

る
よ
う
努
め
ま
す

施
策
の
方
向

　

基
本
と
な
る
考
え
方
に
基
づ
い

て
、
具
体
的
な
施
策
を
次
の
よ
う

に
考
え
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
障
害
を
持
つ
人
に
対
す
る
理
解

　

と
知
識
を
深
め
る
た
め
、
地
域

　

や
教
育
の
場
で
の
福
祉
教
育
・

　

啓
発
・
広
報
を
促
進
し
ま
す

・
障
害
を
持
つ
人
が
参
加
し
や
す

　

い
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
充
実
を

　

図
り
ま
す

●
障
害
を
持
つ
人
の
雇
用
に
対
す

　

る
各
種
助
成
制
度
の
周
知
と
雇

　

用
の
促
進
を
図
り
ま
す

●
道
路
の
歩
道
整
備
な
ど
交
通
・

　

安
全
対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す

・
公
共
施
設
や
学
校
施
設
な
ど
が

　

障
害
を
持
つ
人
も
使
い
や
す
い

　

も
の
と
な
る
よ
う
整
備
を
推
進

　

し
ま
す

・
障
害
な
ど
の
予
防
や
、
リ
ハ
ビ

　

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
体
制
の

　

充
実
に
努
め
ま
す

・
障
害
な
ど
の
早
期
発
見
・
治
療

　

を
進
め
る
乳
幼
児
健
康
診
査
や

　

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す

・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
整
備
や

　

在
宅
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

を
図
り
ま
す

　

こ
れ
ら
の
計
画
期
間
は
、
平
成

十
二
年
度
か
ら
十
六
年
度
の
五
年

間
で
す
。
ま
た
社
会
構
造
の
変
革

な
ど
を
考
え
、
中
間
年
に
見
直
す

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
福
祉
課

　

社
会
福
祉
係
（
き
6
6
・
I
I
I

　

I
内
線
4
7
2
）



定111

市議1

リ
ゾ
ー
ト
地
域
対
策
事
業
や
c
u
世
紀
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
補
助
な
ど

】
般
会
1
に
胞
億
勾
誉
万
円
余
り
壱
追
加

　

第
三
百
九
回
定
例
市
議
会
が
、

九
月
六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
「
一
般
会
計
補
正

予
算
案
」
「
大
野
市
下
水
道
条
例

案
」
「
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画

基
本
構
想
」
な
ど
十
五
議
案
を
審

議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
九
千
百
四
十
九

万
二
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
は
百
五
十
九
億
四
千
六
百
十
二

万
一
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

べ
て
I
〇
・
二
％
の
減
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
休
日
急
患
診
療

所
の
小
児
科
設
置
や
、
六
呂
師
高

原
水
供
給
施
設
の
整
備
、
2
1
世
紀

を
祝
う
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
補
助
な
ど
で
す
。
歳
出
の
主

な
も
の
は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

第
四
次
大
野
市
総
合
計
画

　
　

基
本
構
想
ま
と
ま
る

　

当
市
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
を
示
す
「
第
四
次
大
野
市

総
合
計
画
」
の
基
本
構
想
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
二

十
一
世
紀
初
頭
の
平
成
十
三
年
度

～
二
十
二
年
度
を
計
画
期
間
と

し
、
将
来
の
目
標
実
現
に
向
か
っ

て
、
皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
く
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
構
想
に
基
づ
い
て
平
成

十
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
期
間

と
し
た
「
前
期
基
本
計
画
」
の
策

定
作
業
を
進
め
、
来
年
三
月
に

「
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
」
と

し
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。

人
事
案
件
も
原
案
に
同
意

任
期
満
了
に
伴
う
各
委
員
会
委

員
の
任
命
・
選
任
と
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
議
会
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

瀧
波
奎
子

　

（
5
5
歳
・
中
野
町
）

杉
本
敏
憲

　

（
6
3
歳
・
木
本
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

松
原
明
美

　

（
5
0
歳
・
土
打
）

人
権
擁
護
委
員

廣
瀬
円
昌

　

（
6
5
歳
・
蕨
生
）

敬
称
略

9月補正 一般会計の主な事業

◆総務費

　

・リゾート地域対策事業…………………64，650千円

　

・21世紀メモリアル事業補助………………5，000千円

◆衛生費

　

・合併処理浄化槽設置整備事業補助………8，088千円

　

・休日急患診療所運営事業…………………5．377千円

◆教育費

　

・地域スポーツ活動活性化事業……………2，575千円

農業集落排水事業の工事請負契約など

　

8月30日、第308回臨時市議会が開かれ「平成
12年度農業集落排水事業（上庄西部）第1号の工

事請負契約の締結」を審議。原案どおり可決され

ました。

　

また、一部事務組合の補欠選挙が行われ、大

野・勝山地区広域行政事務組合議会議員に砂子三

郎議員（57歳・本町）が、大野地区消防組合議会
議員に村西利築議員（61歳・吉野町）がそれぞれ

当選しました。

I
ポ
直
叩
供
用
開
姉
に
向
け
ゲ
』

公
共
下
水
道
の
使
用
料
金
な
ど
決
ま
る

　

第
三
百
九
回
定
例
市
議
会
で
、

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
に
向

け
、
大
野
市
公
共
下
水
道
条
例
な

ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
条
例
で
は
、
公
共
下

水
道
の
使
用
料
な
ど
必
要
事
項
の

ほ
か
、
受
益
者
負
担
金
額
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
使
用
料
金
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、
土
地
の
面

積
に
応
じ
て
負
担
す
る
一
平
方
‐

あ
た
り
三
百
円
の
単
位
負
担
金

と
、
一
戸
あ
た
り
で
負
担
す
る
十

五
万
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

料
金
算
定
の
た
め
に
取
り
付
け

る
メ
ー
タ
ー
の
使
用
料
も
決
ま
り

ま
し
た
。
料
金
は
パ
イ
プ
の
口
径

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
一
般

的
な
十
三
。
い
び
の
口
径
で
一
ヶ
月

あ
た
り
百
二
十
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
水
道
課

　

公
共
下
水
道
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

I
I
内
線
2
9
1
）

女野市公丼下フk審他用料令

汚水の区分 汚水の区分 排除汚水料 料金／月

一般汚水

基本料金 10立方似；まで 1，400円

超過料金
（1立方な　

につき）

10立方似；を超え
20立方似；まで

150円

20立方似；を超え
50立方なまで

160円

50立方似；を超え
100立方なまで

170円

100立方似；を　　
超える分

180円

公衆浴場
汚水

基本料金 10立方似；まで 1，400円

超過料金
（1立方似；　

につき）

10立方似；を　　
超える分

70円



エキサイティング

スポーツ

情

ま

X

ま

報

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　
　
　

市
民
大
会
開
催

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
｀

　

各
競
技
団
体
の
運
営
で
、
市
民

大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
あ
な
た
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
1
0
月
2
9
日
⑥
午
前
8
時
～

場
所
フ
ク
イ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

　

ブ
参
加
料
3
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
福
田
潔

　

人
さ
ん
（
酋
6
5
・
7
8
9
2
）

●
弓
道
大
会

日
時
1
0
月
2
9
日
⑨
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
近
的
個
人
競
技
（
男
女
の

　

区
別
無
し
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

弓
道
協
会
事
務
局
山
口
誠
一

　

さ
ん
（
天
神
町
2
－
2
6
豊
6
6

　

・
3
7
3
7
）

・
剣
道
大
会

日
時
H
月
3
日
②
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
▼
個
人
小
学
4
年
生
以

　

下
・
5
年
生
・
6
年
生
、
中
学

　

生
男
女
、
高
校
生
男
女
、
一
般

　

▼
団
体
小
学
生

参
加
料
無
料

申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ
先
市

　

剣
道
連
盟
事
務
局
佐
々
木
浩

　

二
さ
ん
（
ア
ユ
ミ
通
信
内
a

　

6
6
．
0
5
5
5
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
H
月
1
2
日
⑥
午
前
8
時
3
0

　

分
～

場
所
有
終
西
小
学
校

種
目
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
個

　

人
（
各
I
～
3
部
）
、
混
合
ダ

　

プ
ル
ス
個
人

参
加
料
一
般
＝
5
0
0
円
、
高

　

校
生
＝
3
0
0
円
、
中
学
生
＝

　

無
料
（
1
人
1
種
目
に
つ
き
）

そ
の
他
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

　

は
で
き
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

　

羽
二
生
崇
さ
ん
（
泉
町
1
6
－
2
2

　

豊
6
5
・
6
5
4
1
）

市
小
学
生
テ
ニ
ス
大
会

大
野
市
テ
ニ
ス
協
会

　

第
2
回
大
野
市
小
学
生
テ
ニ
ス

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
1
0
月
8
日
⑧
午
前
9
時
～

場
所
明
治
公
園

種
目
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
料
保
険
料
と
し
て
一
人
に

　

つ
き
2
0
0
円

申
込
締
切
日
1
0
月
5
日
④

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先

　

黒
崎
輝
彦
さ
ん
（
泉
町
3
－
6

　

容
6
5
・
6
5
1
4
）

側
終
会
独
へ

　

事
務
狸
図
場
狸
が
変
わ
り
ま
L
た

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　

こ
れ
ま
で
、
勝
山
市
の
（
財
）
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
片
瀬
町
I
－
4
0
2
）
3
階
に
お
か
れ
て
い
た
、
大
野
・

勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
の
事
務
所
が
、
勝
山
市
か
ら
大
野

市
へ
の
管
理
者
交
代
に
伴
い
、
1
0
月
1
日
か
ら
大
野
有
終
会
館
の

I
階
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

新
事
務
所
の
場
所

〒
9
1
2
－
0
0
8
4

　

大
野
市
天
神
町
1
－
1
9
有
終
会
館
内

　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

電
話
6
6
●
6
6
9
0

　
　

フ
ァ
ク
ス
6
6
・
6
6
9
1

本
館
一
階

新
事
務
所



ウォーキング⑦

安
全
…
快
適
に
続
け
る
た
め
に

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ
と
）
は
、
健
康
の
た
め
に
手

軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。
で
も
、
い
き
な
り
始
め
る
と
、

運
動
中
の
突
然
死
や
足
腰
の
故
障
な
ど
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
体
の
状
態
を
知
つ
て
、
安
全
・
快

適
に
続
け
ま
し
よ
う
。

体
の
状
態
を
知
ろ
う

　

次
の
中
で
思
い
当
た
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

①
血
圧
が
高
い

2
一
日
に
タ
バ
コ
を
二
十
本
以
上

　

吸
う

③
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
が
高

　

い
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

④
肥
満
で
あ
る

⑤
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

⑥
運
動
不
足
で
あ
る

⑦
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
な
い
と

　

気
が
す
ま
な
い

　

こ
れ
ら
は
突
然
死
の
原
因
と
な

る
虚
血
性
心
疾
患
の
危
険
要
因
で

す
。
三
つ
以
上
思
い
当
た
る
人
は
I

市
の
健
康
診
査
を
受
診
し
た
り
医

者
に
相
談
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

自
分
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

　

内
容
と
し
て
は
、

・
血
圧
測
定

・
尿
・
血
液
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ

　

ー
ル
値
や
肝
機
能
な
ど
）

…
問
診
（
病
歴
・
自
覚
症
状
な
ど
I

…
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

…
心
電
図

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
な
い
で
I

専
門
家
に
相
談
し
て
自
分
の
体
の

状
態
を
正
し
く
把
握
す
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

自
分
で
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク

　

運
動
後
の
心
拍
数
（
脈
拍
）
を

は
か
る
こ
と
で
、
そ
の
運
動
の
量

や
強
さ
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
の

か
を
知
る
目
安
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
手
首
か
頚
動
脈
に
指
先

を
軽
く
当
て
、
十
五
秒
間
の
脈
拍

を
は
か
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
数

値
を
四
倍
し
た
も
の
が
心
拍
数
と

な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
最
大
心
拍
数
（
下

図
参
照
）
の
七
割
～
八
割
程
度
で

運
動
す
る
と
、
心
臓
と
肺
の
機
能

が
高
ま
り
新
鮮
な
血
液
が
体
内
に

循
環
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
診
査
な
ど
で
大
丈
夫
と
い

わ
れ
て
も
、
体
調
は
そ
の
日
に
よ

っ
て
変
わ
る
も
の
。
ち
ょ
っ
と
調

子
が
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
無

理
を
し
な
い
で
様
子
を
見
る
こ
と

も
必
要
で
す
。
安
全
な
運
動
の
ペ

ー
ス
を
知
っ
て
快
適
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
続
け
ま
し
よ
う
。

　

最大心拍数の求め方

　　　　　　　　　

（参考）

よく運動する人＝

　

205一（年齢×0．5）

あまり運動しない人＝

　

210－（年齢×0．8）

※205－210の数値は

　

最大心拍数を求める上で

　

目安となる値です。

ちよつと気になる栄養の話

　

何かと体を動かす機会の

多いスポーツの秋。運動す

るときには、水分補給に気

を付けたいものです。

　

以前は、運動中に水分を

とるのはよくないことだと

されていました。しかし最近では、水分をとら

ずに運動を続けほうが、体内の血液がスムーズ

に流れなくなるなど体によくないということが

分かりました。

　

例えばウォーキングでは、1時間で約1μも

の汗をかくそうです。運動を始める前、コップ

1杯半（約3001・Jμ）程度の水などを飲み、

あらかじめ水分をとるようにしましょう。運動

中は、必要に応じて少しづつ補給。運動後は1

時間以内に失った水分を補給すると効果的です。

　

しかしどの場合でも、がぶ飲みはいけません。

必要以上の水分は、体内のバランスを崩すこと

につながります、注意しましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65・7333）



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

住宅口－シ（貸付金）の，

賢い返済法

　

十
月
十
七
日
は
「
貯
蓄
の
日
」
。
貯
蓄
と
い
う
の
は
、
単
に

お
金
を
貯
め
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
結
婚
資
金
や
教
育
費
な
ど
目
的
に
あ
わ
せ
て
計
画
を
立
て
、

お
金
を
上
手
に
使
う
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
買
い
物
マ
イ
ホ
ー
ム

　

マ
イ
ホ
ー
ム
は
、
人
生
の
中
で

最
も
大
き
な
買
い
物
の
一
つ
で

す
。
皆
さ
ん
の
中
で
も
、
住
宅
ロ

ー
ン
な
ど
が
家
計
の
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

繰
り
上
げ
返
済
で

利
息
の
負
担
を
減
ら
そ
う

　

繰
り
上
げ
返
済
と
は
、
毎
月
返

済
し
て
い
る
住
宅
ロ
ー
ン
と
は
別

に
お
金
を
支
払
い
、
ロ
ー
ン
の
残

高
を
減
ら
し
て
い
く
方
法
で
す
。

支
払
っ
た
お
金
は
、
す
べ
て
元
金

の
返
済
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の

方
法
は
、
元
金
に
対
す
る
利
息
を

支
払
わ
ず
に
済
む
と
い
う
長
所
が

あ
り
ま
す
。

　

繰
り
上
げ
返
済
に
は
、
返
済
期

間
を
短
縮
す
る
「
期
間
短
縮
型
」

と
、
期
間
は
そ
の
ま
ま
で
毎
回
の

返
済
額
を
少
な
く
す
る
「
返
済
額

軽
減
型
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
う
ち
利
息
の
軽
減
効
果
が
高
い

の
は
「
期
間
短
縮
型
」
で
す
。

　

た
だ
し
、
返
済
当
初
五
年
間
の

返
済
額
が
少
な
く
て
済
む
「
ゆ
と

り
返
済
」
な
ど
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
「
期
間
短
縮
型
」
の
繰
り

上
げ
返
済
を
す
る
と
、
翌
月
か
ら

ゆ
と
り
返
済
期
間
が
終
了
し
た
後

の
返
済
額
に
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

早
い
時
期
が
お
得

　

元
金
と
利
息
を
組
み
合
わ
せ
た

毎
回
の
返
済
額
が
一
定
に
な
る

「
元
利
均
等
返
済
」
の
場
合
、
返

済
当
初
は
利
息
の
占
め
る
割
合
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
ロ
ー
ン
開
始
後
の
早
い
時

期
に
繰
り
上
げ
返
済
を
行
う
と
、

利
息
軽
減
効
果
が
大
き
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

無
理
を
し
て
月
々
の
ロ
ー
ン
の

返
済
額
を
増
や
す
よ
り
も
、
程
々

の
返
済
額
で
貯
金
を
心
が
け
、
余

裕
の
あ
る
と
き
に
繰
り
上
げ
返
済

し
て
い
く
方
が
、
ロ
ー
ン
の
返
済

を
早
め
、
利
息
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ロ
ー
ン

と
上
手
に
付
き
合
う
方
法
、
一
度

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

匹四回ヨ

期間｜短縮型

お買物には
マイバックを
持参しましよう

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ酋66・1111内線464（Iふ；）



市民⑩

ぺ万言

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）今月のスナップ

ハイ14・－ス

（人力車無料運行）

＜1るー・39登場 フレグランス・オブ・

　　

ミュージック

音
楽
の
楽
し
さ
を
届
け
た
い

　

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ー
オ
ブ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
は
「
音
楽

の
香
り
」
と
い
う
意
味
で
す
。
音

楽
の
楽
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の

人
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い
を
込

め
て
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
音
楽

家
や
音
楽
教
室
の
指
導
者
な
ど
を

中
心
に
十
七
人
。
平
成
六
年
か
ら

活
動
し
は
じ
め
、
年
一
回
の
演
奏

会
を
則
崔
し
て
い
ま
す
。

　

演
奏
会
は
ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト

ー
ン
、
ホ
ル
ン
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
が
出
演
す
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
曲
目
の
内
容
を
演
劇
や
パ
ン

ト
マ
イ
ム
（
無
言
劇
）
で
表
現
し

た
り
、
映
画
音
楽
を
演
奏
し
て
い

る
と
き
は
、
映
画
の
一
場
面
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
り
し
て
き
ま

し
た
。

　

会
員
の
伊
藤
さ
ん
は
「
最
初
に

『
演
奏
会
に
一
緒
に
出
な
い
』
と

声
を
か
け
ら
れ
た
と
き
は
、
堅
苦

し
い
も
の
を
想
像
し
、
断

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で

も
、
実
際
に
演
奏
会
を
見

て
み
る
と
、
と
て
も
楽
し

く
て
、
こ
れ
な
ら
私
も
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
今
で
は
、
ど
う
し
た

ら
楽
し
い
演
奏
会
に
な
る

か
、
そ
れ
ば
か
り
考
え
て

い
ま
す
ね
I

　

演
奏
会
を
始
め
た
ば
か

り
の
こ
ろ
は
、
ポ
ス
タ
ー

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

な
ど
慣
れ
な
い
作
業
で
戸

惑
い
の
連
続
で
し
た
が
、

七
年
目
を
迎
え
、
少
し
余

裕
も
出
て
き
た
と
の
こ
と
。

　

代
表
の
永
野
さ
ん
は

「
今
年
は
、
十
一
月
に
演

奏
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
人

に
、
音
楽
の
楽
し
さ
や
生
演
奏
の

魅
力
な
ど
を
感
じ
て
も
ら
え
る
み
に

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

づ
，・リり卜－り

たUt！

テーマ～旅する～

『
食
う
寝
る
坐
る

　
　

永
平
寺
修
行
記
』

　

今
回
紹
介
す
る
『
食
う
寝
る
坐

る
永
平
寺
修
行
記
』
は
、
筆
者
が

三
十
歳
の
時
に
、
一
年
間
永
平
寺

で
修
行
し
た
体
験
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

生
き
て
い
く
こ
と
に
何
か
確
か

な
意
味
が
欲
し
い
。
そ
う
考
え
て

い
た
筆
者
は
、
二
十
代
半
ば
を
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
自
分
を
と
り
ま

く
社
会
の
何
も
か
も
が
、
だ
ん
だ

ん
疎
ま
し
く
、
煩
わ
し
い
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、
ふ
と
頭
を
よ
ぎ
っ
た
「
出

家
」
と
い
う
言
葉
に
心
ひ
か
れ
、

永
平
寺
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

　

禅
の
修
行
道
場
で
は
、
す
べ
て

の
動
作
に
作
法
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
食
事
や
手
洗
い
、
入
浴
の

仕
方
な
ど
、
作
法
を
は
じ
め
多
く

の
こ
と
に
と
ま
ど
い
、
苦
労
し
、

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も
修
行

を
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
一
年
が

過
ぎ
る
こ
ろ
、
人
間
と
し
て
人
と

と
も
に
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
、
と
て
つ
も
な
い
感
動
を
覚
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

な
ぜ
、
修
行
し
よ
う
と
思
っ
た

の
か
は
、
今
で
も
分
ら
な
い
そ
う

で
す
。

　

し
か
し
「
何
か
を
求
め
て
さ
ま

よ
い
歩
い
た
二
十
代
の
旅
の
行
き

着
い
た
先
が
、
永
平
寺
だ
っ
た
」

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
永
平
寺

で
の
修
行
が
、
生
き
て
い
く
こ
と

に
迷
っ
た
筆
者
の
心
の
旅
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『食う寝る坐る永平寺修行記』

　　

野々村馨著新潮社
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前JII公男さん（51歳下麻生嶋区）

南極のオーロラ

　

下
麻
生
嶋
区
の
前
川
公
男
さ
ん

は
、
第
四
十
次
南
極
地
域
観
測
隊

員
と
し
て
平
成
十
年
十
一
月
か
ら

平
成
十
二
年
三
月
ま
で
、
昭
和
基

地
で
地
球
規
模
の
大
気
の
観
測
を

行
い
ま
し
た
。

　

前
川
さ
ん
が
南
極
に
行
こ
う
と

思
っ
た
の
は
、
研
究
者
仲
間
か
ら

届
い
た
「
電
波
関
係
に
強
い
南
極

観
測
隊
員
を
探
し
て
い
る
」
と
い

う
一
通
の
電
子
メ
ー
ル
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
軽
い
気
持
ち
で
参
加

を
希
望
し
た
前
川
さ
ん
で
し
た
が
、

出
発
の
日
が
決
ま
る
ま
で
に
は
、

冬
季
の
雪
山
訓
練
や
昭
和
基
地
に

関
す
る
講
義
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
厳

し
い
訓
練
を
終
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

南
極
に
到
着
し
て
、
ま
ず
手
が

け
た
の
が
、
大
型
の
レ
ー
ダ
設
備

の
建
設
で
し
た
。
慣
れ

な
い
作
業
と
悪
天
候
で

最
も
つ
ら
い
作
業
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、

完
成
後
は
南
極
の
大
気

運
動
や
オ
ー
ロ
ラ
な
ど

を
常
時
観
測
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
観

測
は
、
南
極
と
北
極
に

あ
る
外
国
の
レ
ー
ダ
と

も
共
同
で
行
わ
れ
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
た
多
く

の
情
報
は
、
世
界
中
の

研
究
者
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

「
昭
和
基
地
は
、
オ

I
ロ
ラ
観
測
に
と
て
も
よ
い
場
所

で
し
た
。
特
に
、
私
た
ち
が
着
任

し
た
年
は
、
約
十
一
年
周
期
で
巡

っ
て
く
る
最
盛
期
に
あ
た
り
、
七

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
毎
晩
の

よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ね
」

　

天
高
く
夜
空
に
輝
く
南
十
字
星

や
マ
ゼ
ラ
ン
星
雲
な
ど
南
半
球
な

ら
で
は
の
天
体
、
ア
ザ
ラ
シ
や
ペ

ン
ギ
ン
と
い
っ
た
動
物
た
ち
の
繁

殖
風
景
な
ど
初
め
て
目
に
す
る
光

景
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

基
地
内
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
、

風
呂
、
洗
濯
が
利
用
で
き
、
毎
週

決
ま
っ
た
曜
日
に
は
映
画
鑑
賞
も

で
き
る
な
ど
、
と
て
も
快
適
な
居

住
空
間
で
し
た
。

　

し
か
し
、
ひ
と
た
び
外
に
出
れ

ば
厳
し
い
自
然
が
待
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
平
均
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
十

度
、
真
夏
で
も
最
高
気
温
が
十
度

ま
で
し
か
上
が
り
ま
せ
ん
。
冬
に

は
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
以
下
に
ま
で

下
が
り
ま
す
。

　
　

「
越
冬
期
間
中
、
電
話
や
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
日
本
に
い
つ
で
も

連
絡
は
取
れ
ま
し
た
が
、
帰
る
手

段
が
全
く
な
く
、
と
て
も
不
安
で

し
た
ね
。
家
族
に
な
に
か
あ
っ
て

も
す
ぐ
に
帰
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

氷
点
下
四
十
度
近
い
寒
さ
や
オ
ー

ロ
ラ
、
珍
し
い
動
物
に
慣
れ
て
く

る
と
、
逆
に
緑
の
多
い
福
井
の
自

然
が
恋
し
く
な
り
ま
し
た
」

　

観
測
を
終
え
て
日
本
に
帰
っ
て

き
た
の
は
、
出
発
か
ら
一
年
四
ヵ

月
以
上
経
っ
た
、
平
成
十
二
年
三

月
の
こ
と
。

　
　

「
研
究
責
任
者
か
ら
良
好
な
情

報
が
取
れ
て
い
た
と
聞
き
安
心
し

ま
し
た
。
世
界
的
な
研
究
に
参
加

で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大

変
貴
重
な
体
験
。
一
生
の
思
い
出

で
す
ね
」

　

大
役
を
果
た
し
た
感
想
を
す
が

す
が
し
い
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

ペンギンの群れ

南極の海を背に

お
知
ら
せ

市
民
総
観
光
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　

養
成
講
座

市
観
光
協
会

日
時
・
内
容

・
1
0
月
2
0
日
②
午
後
7
時
～
8

　

時
3
0
分
「
内
山
家
の
廃
藩
後
の

　

活
動
・
大
野
屋
の
取
り
扱
い
品

　

目
な
ど
」
講
師
坂
田
玉
子
さ

　

ん
・
1
0
月
2
6
日
④
午
後
7
時
～
8
時

　

3
0
分
「
越
前
大
野
城
の
明
治
維

　

新
後
」
講
師
小
倉
長
良
さ
ん

　

※
当
日
参
加
可

場
所
平
成
大
野
屋
平
蔵

対
象
市
民

定
員
4
0
人

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
㈹

　

大
野
市
観
光
協
会
（
大
野
市
元

　

町
1
－
2
豊
6
5
．
5
5
2
1
）



六野さん、大野に集台

　

9月15日、今年で3回目となる「平成大野

屋まつり」が大野巾まちなか観光拠点施設

「平成大野屋」で盛大に行われました。ちび

っ了・たちが思い思いの前掛け姿を披露する

「ド稚どんコンテスト」や、全国から集まっ

た大野姓の支店主さんが出題するト方言当て

大会」など盛りだくさんの内容に、大勢の人

が訪れ、にぎわいました。

　　　　　　　　　　

－ニ－W丁稚どんコシフ対1S

皿

j’祭が最初にフliデわれたまぶ！lgl；i；yうまき

初秋彩る多散の力作

　

第21回大野市美術展が、8月25日～27日まで

有終会館で開催されました。今回は、洋画をは

じめ書道、写真、工芸など5部門に市内外から

296点の作品が出品。会場を訪れた人たちは、

一一足はやい芸術の秋を堪能していました。

豊年に感謝伝統の舞

　

江戸時代から若者を中心に代々受け継がれ、約

300年の歴史を持つ里神楽が、9月15日、稲郷

区の八幡神社へ奉納されました。天狗や婿、獅子

などによるこっけいなしぐさに、見物客からは歓

声が沸きあかっていました。

話猫柏生場秘書広報課広報広聴係容66・1111



話遇回也場
考えよう、21世紀に必曹なもの

　

奥越前の21世紀を考える「福封こみらい創造

会議in奥越前」が9月9［ま］、有終会館を中

心に開かれました。「愛・ネットワーク」を

テーマに行われた講演会や分科会などの充実

した内容に、参加した人たちは熱心に耳を傾

けていました。

七間通りに新名所オープン

　

空き店舗の有効活用などを目的とした、大野

商工会議所の「チャレンジショップ事業」の第

一一号「七間本陣茶屋」が8月25日に開店しまし

た。この和風喫茶店は、七間商店街振興組合が

整備し、田んぼの学校の皆さんの手で運営が行

われます。店内では、手打ちそばや団子など地

元の素材を生かした料理も楽しめ、今後、七間

通りを訪れる人たちの人気を集めそうです。

どれを釣ろうがな

　

親子のふれあい深めようと「わいわいお祭り

広場」が8月26日、市保健センターで行われま

した。会場にはヨーヨー釣りや手作りおもちゃ

のコーナー、リサイクルマーケットなどが設け

られ、たくさんの親子連れでにぎわいました。

私にもだつこさせて

　

中学生に乳児とのふれあいを通して、命

の尊さを学んでもらおうと8月23日「思春

期体験セミナー」が市保健センターで行わ

れました。参加した中学生17人は、保健婦

から説明を受けた後、実際に赤ちゃんをだ

っこ。母親の気持ちを学びました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

10月

年
金
の
無
料
相
談
開
催

　
　
　
　
　

市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業

者
年
金
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
1
0
月
1
7
日
収
午
前

　

1
0
時
～
午
後
3
時
・
大
野
織
物

　

工
業
協
同
組
合
▼
H
月
H
日
①

　

午
前
m
一
時
～
午
後
4
時
・
有
終

　

会
館
？
H
月
1
2
日
2
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時
・
有
終
会
館

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

九
頭
竜
線
利
用
に
助
成
金

　
　
　
　

市
役
所
生
活
環
境
課
｀

　

九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）
利
用

促
進
の
た
め
、
市
で
は
次
の
よ
う

な
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
8
人

　

以
上
の
団
体
利
用
乗
車
券
を
、

　

越
前
大
野
駅
で
購
入
し
た
市
民

　

な
ど

助
成
額
【
回
数
券
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
回
数
券
購
入

　

費
の
2
割
「
団
体
利
用
」
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
運
賃
の
5
割

申
請
【
回
数
券
利
用
】
購
入
日

　

よ
り
1
年
以
内
に
購
人
し
た
回

　

数
券
の
表
紙
を
提
示
し
て
申
請

　
　

「
団
体
利
用
」
利
用
日
よ
り
1

　

年
以
内
に
越
前
大
野
駅
の
利
用

　

証
明
を
添
付
し
て
申
請

　
　

（
い
ず
れ
も
印
鑑
持
参
）

申
請
時
間
午
前
9
時
～
午
後
2

　

時
申
請
…
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
3
）

市
税
は
便
利
で
確
実
な

　
　
　
　

□
座
振
替
で

　
　
　

市
役
所
税
務
課
収
税
係

　

市
で
は
、
市
税
の
納
付
に
口
座

振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
、
納
期
の
た
び
に
納
め

に
出
か
け
る
必
要
が
な
く
、
指
定

さ
れ
た
口
座
か
ら
税
額
を
振
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
便
利
な

制
度
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
口
座
が
あ
る
市

内
の
金
融
機
関
・
農
協
・
郵
便
局

で
、
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
人
し
、
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
翌
月
か

ら
振
り
替
え
を
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
申
込
書
に
納
税
貯

蓄
組
合
長
の
確
認
印
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
税
務
課

　

収
税
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
2
1
）

1
0
月
1
6
日
～
2
2
日
は

　

行
政
相
談
週
間
で
す

″
市
役
所
総
務
課

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
官
公

署
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意

見
、
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
全

国
五
千
人
の
行
政
相
談
委
員
は
、

皆
さ
ん
か
ら
官
公
署
の
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
な
ど
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
行
政
相
談
日
毎
月
第
1
・

　

3
木
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
3

　

時
3
0
分

場
所
有
終
会
館
別
館

行
政
相
談
委
員
吉
田
と
み
子
さ

　

ん
（
本
町
3
1
1
容
6
6
・
3
2

　

6
1
）
▽
三
宅
嵩
さ
ん
（
天
神

　

町
7
－
4
豊
6
5
・
0
5
8
4
）

1
0
月
は
土
地
月
間
で
す

　
　
　

市
役
所
総
合
政
策
課

…
平
成
1
2
年
度
地
価
公
示
の
閲
覧

　

土
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
ま

ず
地
価
公
示
価
格
・
地
価
調
査
価

格
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　

関
係
書
類
は
、
市
役
所
で
だ
れ

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
す
る
場

合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
契
約

を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
以
内
に
、
土
地
の
取
得
者
が
、

土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
地

の
利
用
目
的
が
不
適
切
な
場
合
、

利
用
目
的
の
変
更
勧
告
が
あ
り
、

そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
公
表

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
合
政

　

策
課
企
画
調
整
係
（
容
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
3
5
）

交通
安全

４
r

夜
間
の
交
通
安
全

　

秋
が
深
ま
り
、
暗
く
な
る
時

間
が
だ
ん
だ
ん
早
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
夜
間
の

交
通
事
故
が
発
生
し
や
す
い
状

況
に
な
り
ま
す
。
暗
く
な
っ
て

か
ら
外
に
出
る
と
き
は
、
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
歩
行
者

　

夜
間
、
道
路
を
横
断
す
る
と

き
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

自
動
車
が
通
り
す
ぎ
て
も
す
ぐ

に
渡
ら
ず
、
十
分
に
安
全
を
確

か
め
る
な
ど
、
慎
重
に
横
断
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
光
反
射

材
を
利
用
し
た
り
、
明
る
い
色

の
服
を
着
た
り
し
て
、
運
転
者

な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
利
用
者

　

夜
間
は
、
必
ず
ラ
イ
ト
を
点

灯
。
そ
し
て
、
自
転
車
の
後
部

に
あ
る
反
射
器
は
い
つ
も
き
れ

い
に
し
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
側

面
に
、
夜
光
反
射
材
を
つ
け
る

の
も
効
果
的
で
す
。

◆
運
転
者

　

車
の
ラ
イ
ト
が
下
向
き
の
と

き
、
安
全
確
認
が
で
き
る
の
は
、

約
三
十
□
。
ラ
イ
ト
が
と
ど
く

範
囲
内
で
い
つ
で
も
安
全
・
確

実
に
止
ま
れ
る
速
度
で
走
行
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
対
向
車
の
ラ
イ
ト
に

目
が
惑
わ
さ
れ
、
横
断
中
の
歩

行
者
や
自
転
車
が
発
見
し
に
く

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対

向
車
と
す
れ
違
う
と
き
な
ど
は
、

減
速
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。



・INFORMATION

屋
根
融
雪
装
置

　
　
　

設
置
に
補
助
金

市
役
所
都
市
整
備
課

　

市
で
は
、
雪
に
強
い
街
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す

る
既
存
の
木
造
住
宅
に
、
県
が
認

定
し
た
屋
根
融
雪
装
置
を
設
置
す

る
人
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
と
な
る
た
め
に

は
、
人
口
が
集
中
し
て
い
る
地
区

内
の
世
帯
、
ま
た
は
6
5
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
条
件
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

I
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
8
件

申
込
期
限
1
0
月
2
3
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
都
市
整
備
課
景
観
建
築
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
5
3
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
役
所
都
市
整
備
課

募
集
団
地
西
里
団
地

規
格
3
K
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数
2
戸

資
格
一
定
の
収
入
基
準
範
囲
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃
月
額
7
3
0
0
～

　
　
　
　
　

1
万
2
1
0
0
円

申
込
期
限
1
0
月
2
3
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

役
所
都
市
整
備
課
景
観
建
築
係

（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
5
3
）

．
も
つ
と
利
用
し
よ
う

　
　

「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」

市
役
所
高
齢
福
祉
課

　

m
一
月
は
「
在
宅
福
祉
推
進
月
間
」

で
す
。
お
年
寄
り
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
各
種
の
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
開
成
中
学
校
区
大
野
市
在
宅

　

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
聖
和
園

　
　

（
聖
和
園
内
豊
6
6
・
1
8
7
4
）

●
陽
明
中
学
校
区
お
お
の
し
在

　

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
一
乗

　

ハ
イ
ツ
内
酋
6
5
・
5
7
1
9
）

●
上
庄
・
尚
徳
中
学
校
区
大
野

　

市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
大

　

野
和
光
園
（
大
野
和
光
園
内
容

　

6
6
・
6
6
6
0
）

犬
の
予
防
注
射
は

　
　
　

お
済
み
で
す
か

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
毎
年

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
業

獣
医
師
の
注
射
を
受
け
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
注
射
済
票
の
交
付
を
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
場
合
に

は
、
予
防
注
射
と
登
録
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
死
ん
だ
場

合
や
他
人
に
譲
っ
た
場
合
に
も
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ

　

ー
（
豊
6
5
・
7
3
3
3
）

各
種
健
康
講
座
の
募
集

市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
へ

日
時
①
1
0
月
1
6
日
⑥
ア
ン
ケ
ー

　

ト
●
面
接
・
血
液
検
査
▼
②
H

　

月
1
3
日
⑥
面
接
▼
③
1
2
月
H
日

　

⑨
面
接
・
血
液
検
査
▼
④
2
月

　

1
4
日
④
面
接
・
血
液
検
査
▼
⑤

　

4
月
1
6
日
⑩
面
接
・
血
液
検
査

　

※
一
人
ず
つ
面
接
を
行
い
ま
す

　

の
で
、
来
所
時
間
な
ど
に
つ
い

　

て
は
個
別
に
相
談
。

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
1
0
人

申
込
締
切
日
1
0
月
H
日
⑥

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

　
　
　
　
　
　
　

気
に
な
る
人
へ

日
時
・
内
容
①
1
0
月
2
3
日
⑥

　
　

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
つ
て
何
？
」

　

▼
②
3
0
日
⑥
「
ス
ト
レ
ス
と
こ

　

う
付
き
合
う
」
▼
③
H
月
6
日

　

⑧
「
運
動
で
脂
肪
を
燃
や
せ
」

　

▼
④
H
月
1
3
日
⑥
「
油
を
減
ら

　

す
料
理
の
工
夫
」
▼
⑤
1
2
月
2
5

　

日
⑧
「
パ
ー
テ
ィ
ー
バ
イ
キ
ン

　

グ
」
と
血
液
検
査

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
3
0
人

参
加
費
①
⑤
は
検
査
代
と
し
て

1
0
0
0
円
④
⑤
は
食
事
代

と
し
て
5
0
0
円
必
要

申
込
締
切
日
1
0
月
1
7
日
収

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

難
病
の
治
療
に

　

特
別
見
舞
金
を
支
給

市
保
健
セ
ン
タ
ー

該
当
者
1
年
以
上
市
内
に
住
ん

　

で
い
て
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
治

　

療
で
6
ヵ
月
以
上
、
入
院
や
涌

　

院
を
継
続
し
て
い
る
人

申
請
期
限
m
一
月
2
3
日
⑥

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
保
催

　

セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・
7
3
3
3

里
親
を
募
集

県
総
合
福
祉
相
談
所

　
　

「
里
親
制
度
」
は
、
家
庭
的
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
を
有
志
の
人
に

預
か
っ
て
も
ら
い
、
温
か
い
家
庭

の
中
で
育
て
て
い
く
制
度
で
す
。

　

県
で
は
、
里
親
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
県
総
合
福
祉
相

　

談
所
児
童
相
談
課
（
a
0
7
7

　

C
O
．
2
4
・
｛
ま
O
＾
C
O
0
0
｝

大野市廃棄物減量等

推進審議会委員の公募

　

近年の環境保全意識の高まりから、循環型社会への

転換が求められています。市では皆さんの意見を廃棄

物行政に反映させるため「大野市廃棄物減量等推進審

議会委員」を募集します。

券果Λ貝1八
応募資格市内に住む20歳以上のごみ問題に関心のあ

　

る人

任期委嘱日から平成14年3月31日まで

会議日程年2～3回（平日に開催予定）

申し込み方法ごみについて日ごろ感じていることを

　

400字程度にまとめたものと、履歴書を提出（郵

　

送可）

申込締切日平成12年10月20日②

申し込み．問い合わせ先市役所生活環境課環境保全

　

係（〒912－8666大野市天神町1－1

容66・1111内線461）
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70C
・
相
撲
に
関
わ
る
品
物

　
　

中
村
利
章
さ
ん
（
春
日
一
丁
目
）

　

春
日
一
丁
目
の
中
村
利
章
さ
ん
（
六
十
歳
）

の
宝
は
、
相
撲
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
品
物

で
す
。
な
か
で
も
特
に
思
い
入
れ
の
強
い
も

の
は
、
郷
土
出
身
力
士
の
大
徹
（
現
湊
川
親
方
）

に
関
係
す
る
番
付
や
ポ
ス
タ
ー
、
写
真
な
ど

で
、
そ
の
数
は
百
点
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
が
、
相
撲
に
興
味
を
持
ち
は
じ

め
た
の
は
、
今
か
ら
二
十
年
前
。
大
徹
が
初

め
て
十
両
に
昇
進
し
、
町
内
を
中
心
に
後
援

会
を
つ
く
つ
た
と
き
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
相
撲
に
あ
ま
り
関
心
が
な

く
、
大
徹
に
つ
い
て
も
「
近
所
に
東
京
へ
出

て
相
撲
を
取
っ
て
い
る
中
学
生
が
い
る
ら
し

い
」
と
い
う
程
度
し
か
知
ら
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
後
援
会
の
事
務
局
を
努
め

て
い
る
う
ち
に
大
徹
と
親
交
が
深
ま
り
、
相

撲
全
般
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
大
徹
の
取
る
相
撲
は
、
決
し
て
相
手
を

圧
倒
す
る
よ
う
な
厳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
大

野
の
入
ら
し
い
、
優
し
い
相
撲
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
ね
。
で
も
、
そ
こ
が
彼
の
魅
力

な
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
」

　

大
徹
（
現
湊
川
親
方
）
と
は
今
で
も
親
交

が
あ
り
、
大
相
撲
観
戦
に
出
か
け
た
と
き
な

ど
、
一
緒
に
食
事
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。

　
　

「
大
野
か
ら
都
会
へ
出
た
人
が
、
大
徹
に

ふ
る
さ
と
大
野
が
重
な
り
、
応
援
に
も
つ
い

力
が
入
っ
た
、
と
話
し
て
い
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。
テ
レ
ビ
中
継
で
『
大
徹
、
福
井
県

大
野
市
出
身
、
二
所
ノ
関
部
屋
』
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
が
、
な
つ
か
し
い
で

す
ね
。
ま
た
、
い
つ
の
日
か
、
大
野
か
ら
大

徹
の
よ
う
な
強
い
力
士
が
誕
生
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
中
村
さ
ん
の
相
撲
に
よ
せ
る
思

い
は
こ
れ
か
ら
も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う

で
す
。

市民のうごき

9月1日現在 前月比

世帯数 11，778世帯 十9世帯

人口 40．617人 十10人

内訳
男 19，468人 十6人

女 21．149人 十4人

8月中の異動
転入 57人 出生 30人

転出 51人 死亡 26人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
平成12年

8月末

平成11年

8月末
比較

総件数 443件 406件 十37件

人
身

事
故

件数 102件 123件 －21件

死者 1人 2人 －1人

傷者 172人 156人 十16人

物損事故 341件 283件 十58件

表
紙
の
こ
と
ば

　

9
月
2
日
・
3
日
、
当
市
で
第

フ
回
全
国
人
力
車
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
3
日
に
行
わ
れ

た
「
人
力
車
時
代
パ
レ
ー
ド
」
で

は
、
1
6
台
の
人
力
車
が
平
成
大
野

屋
か
ら
元
町
会
館
ま
で
を
パ
レ
ー

ド
。
エ
キ
ス
ポ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を

乗
せ
た
ち
び
つ
子
人
力
車
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
力
車
が
七
間
通
り

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

フ
月
2
0
日
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
「
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
ふ
く
い
2

0
0
0
」
が
9
月
1
7
日
に
閉
幕

し
ま
し
た
。
暑
い
日
差
し
の
中

で
の
取
材
中
、
皆
さ
ん
の
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
い
う
一
声
に
何

度
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
ど
こ
か
で
お
会
い
し
た

と
き
は
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
。
（
養
）

厘tQ鶏

　

恐
竜
エ
キ
ス
ポ
は
ホ

ず
ま
ず
の
盛
況
裡
に
絃

わ
っ
た
。
当
市
で
も
与

国
人
力
車
サ
ミ
ッ
ト
ー

パ
レ
ー
ド
な
ど
各
種
ふ

催
し
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
▼
恐
竜
時
代
、
大
自
然
は
豊
か
な
水

と
森
が
広
か
っ
て
い
た
、
中
生
代
は
す
で
に
遠

い
過
去
。
現
代
は
人
類
お
う
歌
だ
が
、
生
き
と

し
生
け
る
も
の
に
と
っ
て
太
古
か
ら
変
わ
ら
な

い
の
は
自
然
の
恵
み
。
だ
が
、
そ
の
天
然
の
た

ま
も
の
水
と
森
の
豊
か
さ
に
今
や
陰
り
が
み
ら

れ
る
の
は
事
実
▼
「
森
厳
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
先
ご
ろ
お
伊
勢
さ
ん
へ
参
け
い
し
た
。
さ

す
が
神
社
の
杜
、
カ
シ
を
主
と
し
た
広
大
な
森

は
秋
風
が
さ
わ
さ
わ
と
葉
擦
れ
を
か
も
し
て
い

た
。
そ
こ
で
「
森
は
生
き
て
い
る
」
と
感
じ
た
。

森
の
持
つ
大
い
さ
に
う
た
れ
た
か
。
「
森
」
は

「
守
」
に
通
じ
る
▼
越
前
大
野
感
性
は
が
き
の

水
を
テ
ー
マ
の
第
一
回
展
と
、
恐
竜
エ
キ
ス
ポ

に
合
わ
せ
森
を
テ
ー
マ
の
二
回
展
の
展
示
が
あ

っ
た
。
次
い
で
二
回
展
「
森
」
の
作
品
集
が
発

刊
さ
れ
た
。
巨
木
の
く
ぼ
ん
だ
穴
か
ら
若
芽
が

伸
び
る
写
真
な
ど
絵
、
文
章
が
掲
載
さ
れ
、
い

ず
れ
も
熱
い
森
へ
の
思
い
が
う
た
わ
れ
て
い
る

▼
と
も
あ
れ
当
市
は
他
所
に
比
べ
ま
だ
水
と
森

に
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
幸
い
と
い
う

べ
き
。
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
森
の
魅
力
と
資
源

力
を
再
認
識
し
、
む
し
ろ
誇
り
に
し
て
よ
い
。

た
だ
、
山
は
森
林
で
あ
ふ
れ
、
田
野
は
緑
に
覆

わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
何
か
が
欠
け
て
い
る
風

景
が
あ
る
▼
亀
山
へ
登
つ
て
み
て
ご
ら
ん
。
盆

地
内
に
は
雑
木
林
を
見
つ
け
に
く
い
光
景
な
の

だ
が
・
：
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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